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④ 『サンプリングデータセット』 に関する質問
Q 複数種のサンプリグデータセットがあるが、複数種を同時に依頼することは可能か？

A

・「医科入院レセプト」、「医科入院外レセプト」、「DPCレセプト」、「調剤レセプト」のレセプト毎に
　以下に示す20種類のサンプリグデータセットを用意しております。
　　　○平成23年　：　1月、　4月、　7月、　10月　（4種）
　　　○平成24年　：　1月、　4月、　7月、　10月　（4種）
　　　○平成25年　：　1月、　4月、　7月、　10月　（4種）
　　　○平成26年　：　1月、　4月、　7月、　10月　（4種）
　　　○平成27年　：　1月、　4月、　7月、　10月　（4種）

・全部で80種のサンプリングデータセットがあり、（　4種[レセプト]　×　20種[時期]　=　80種　）
　最大80種類を同時にご利用いただくことが可能です。（　組合せは自由　）

・調剤レセプトに限り、①調剤単体分(PHA)／②医科入院外に紐付く調剤分(PHA外)の２種を提供しております。
　　（※②は、医科入院外を抽出後、ハッシュ値１で紐付けた調剤レセプトを抽出）

Q 1月、4月、7月、10月の4種のデータについて、それぞれのレセプトの対象時期は？

A

それぞれ以下の通りです。

  1月：平成●年1月診療分、かつ平成●年2月、3月、4月に審査されたレセプトが対象です。
  4月：平成●年4月診療分、かつ平成●年5月、6月、7月に審査されたレセプトが対象です。
  7月：平成●年7月診療分、かつ平成●年8月、9月、10月に審査されたレセプトが対象です。
10月：平成●年10月診療分、かつ平成●年11月、12月、1月に審査されたレセプトが対象です。

Q サンプリグデータセットを利用して、患者単位に診療行為等分析することは可能か？

A
「医科入院外」のデータセットはハッシュ値 1の総数を母集団としてハッシュ値ベースでサンプリングが行われており、
ハッシュ値１も記録されているため、患者単位の分析が可能です。「医科入院」、「ＤＰＣ」、「調剤」については、
レセプト数ベースでサンプリングを行い、ハッシュ値も記録されていないため、患者単位の分析はできません。

Q サンプリグデータセットでは、 1レセプトに含まれる傷病名数に上限はあるのか？

A
傷病名の数を削除するような措置は行っておりません。希少な傷病名の匿名化については、レコードの削除ではなく、
コードの匿名化によって対応しております。従って、サンプリングデータセットに含まれる患者が
「何種類の併存病を有するか」については、実データに準ずる情報が把握可能です。
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Q
サンプリングデータセットでは高額レセプトが抽出の対象外となると伺っているが、同じ人物が複数の病院にかかり、A病院から
高額レセプトが提出され、B病院からの高額ではないレセプトが提出された場合は、B病院からのレセプトは抽出対象となるの
か？

A
高額レセプトではないものは抽出の対象となります(この例ですとB病院からのレセプトは抽出対象)。
但し、サンプリングデータセットは抽出対象となったデータを母集団とし一定の割合で絞り込んだ結果を提供しておりますので、
必ずしもこの例におけるB病院のレセプトが提供データに含まれるわけではありません。

Q サンプリングデータセットの医科入院レセプトと医科入院外レセプトに記載されている診療行為を患者単位に紐付けて分析す
ることは可能か？

A

サンプリングデータセットの医科入院レセプトには患者IDに該当する情報がありませんので、
患者単位の紐付けを行うことは不可能です。
(サンプリングデータセットの医科外来レセプトと調剤レセプトは患者単位で紐付けを行うことが可能です。)
異なる種類のレセプトを紐付けて分析を行いたい場合には特別抽出データの提供の申請をご検討ください。

6

5

2/2


